
組
合
が
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ

ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
提
出

す
る
秋
闘
統
一
要
求
書
の
中

か
ら
「
労
働
法
制
の
大
改
悪

に
反
対
し
、
安
心
し
て
働
け

る
職
場
の
実
現
を
求
め
る
統

一
要
求
書
」
を
抜
粋
し
て
以

下
に
紹
介
し
ま
す
。

１
．
労
働
法
制
の
大
改
悪
に

反
対
し
、
職
場
に
持
ち
込
ま

せ
な
い
要
求

（
１
）
政
府
・
厚
労
省
が
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
る
労
働

基
準
法
の
大
改
悪
や
「
無
効

解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
」
に

反
対
し
、
「
労
働
者
の
雇
用

と
権
利
を
ま
も
る
」
と
い
う

経
営
責
任
を
明
確
に
す
る
こ

と
。
「
裁
量
労
働
制
」
の
導

入
を
は
じ
め
労
働
条
件
変
更

や
解
雇
・
退
職
勧
奨
な
ど
雇

用
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
労
働
組
合
と
事
前
に
協

議
し
同
意
を
得
る
こ
と
。

（
２
）
本
人
の
希
望
に
も
と

づ
き
、
有
期
雇
用
者
・
派
遣

労
働
者
の
正
社
員
化
を
促
進

す
る
こ
と
。
正
社
員
化
に
あ

た
っ
て
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
労
働
組
合
と
事
前
に
協
議

す
る
こ
と
。

（
３
）
無
期
転
換
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
は
正
社
員

と
同
一
と
す
る
こ
と
。

（
４
）
「
職
務
給
（
ジ
ョ
ブ

型
人
事
制
度
）
」
な
ど
名
称

に
か
か
わ
ら
ず
、
査
定
・
成

果
主
義
を
持
ち
込
ま
な
い
こ

と
。
賃
金
制
度
を
導
入
・
改

定
す
る
場
合
は
、
労
働
組
合

と
事
前
に
協
議
し
同
意
を
得

る
こ
と
。

２
．
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
を

す
す
め
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

均
等
待
遇
を
実
現
す
る
要
求

（
１
）
賃
金
・
一
時
金
、
手

当
、
特
別
休
暇
、
退
職
金
等

の
労
働
条
件
に
お
い
て
、
性

差
、
雇
用
形
態
、
国
籍
な
ど

に
よ
る
格
差
を
な
く
し
、
均

等
待
遇
を
実
現
す
る
こ
と
。

ま
た
、
格
差
が
あ
る
場
合
、

そ
の
理
由
を
具
体
的
な
根
拠

を
示
し
て
説
明
す
る
こ
と
。

（
２
）
す
べ
て
の
企
業
で
男

女
の
賃
金
格
差
を
情
報
開
示

し
、
賃
金
格
差
に
む
け
た
是

正
計
画
を
示
す
こ
と
。

（
３
）
「
均
等
待
遇
」
を
口

実
に
し
た
正
社
員
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
引
き
下
げ
を
行

わ
な
い
こ
と
。

（
４
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

法
を
踏
ま
え
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
た
め
の
制
裁
処
分

や
相
談
窓
口
の
設
置
、
被
害

者
の
救
済
措
置
お
よ
び
再
発

防
止
な
ど
に
つ
い
て
労
使
協

議
し
協
定
化
す
る
こ
と
。

（
５
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
温

床
と
な
っ
て
い
る
過
重
労
働

と
人
員
不
足
の
解
消
、
過
剰

な
ノ
ル
マ
（
目
標
）
の
設
定

や
成
果
・
業
績
主
義
を
改
善

す
る
こ
と
。

３
．
長
時
間
労
働
を
規
制
す
る
要
求

（
１
）
「
自
分
と
家
族
の
た

め
の
時
間
」
の
確
保
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
た

め
に
、
１
日
の
所
定
労
働
時

間
を
７
時
間
30
分
（
す
で
に

実
現
し
て
い
る
場
合
は
７
時

間
）
に
ま
で
短
縮
す
る
こ
と
。

（
２
）
時
間
外
労
働
の
限
度

時
間
を
１
日
２
時
間
・
週
６

時
間
・
月
20
時
間
・
年
間
１

５
０
時
間
ま
で
と
す
る
こ
と
。

臨
時
的
・
突
発
的
に
、
限
度

時
間
を
超
え
る
必
要
性
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
労
働
組
合

と
そ
の
都
度
、
事
前
協
議
し

３
６
協
定
を
再
締
結
す
る
こ

と
。
労
使
の
合
意
の
う
え
、

特
別
条
項
を
設
け
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
月
45
時
間
・
年

間
３
６
０
時
間
ま
で
と
し
、

限
度
時
間
を
超
え
る
場
合
は

都
度
、
労
働
組
合
と
事
前
に

協
議
し
同
意
を
得
る
こ
と
。

（
３
）
限
度
時
間
を
超
え
る

場
合
の
割
増
率
を
50
％
以
上

と
す
る
こ
と
。

（
４
）
テ
レ
ワ
ー
ク
や
在
宅

勤
務
な
ど
を
導
入
す
る
場
合

は
、
労
働
組
合
と
事
前
に
協

議
し
同
意
の
う
え
行
う
こ
と
。

（
５
）
長
時
間
労
働
の
是
正

を
す
す
め
る
た
め
に
、
職
場

の
業
務
量
の
実
態
に
見
合
っ

た
人
員
増
を
お
こ
な
う
こ
と
。

（
６
）
人
手
不
足
を
背
景
に

し
た
業
務
繁
忙
で
年
次
有
給

休
暇
が
取
得
し
づ
ら
い
環
境

を
改
善
し
、
年
次
有
給
休
暇

取
得
の
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
も
、
職
場

の
有
給
休
暇
取
得
状
況
を
開

示
し
て
改
善
に
向
け
た
具
体

的
な
協
議
を
行
う
こ
と
。

４
．
65
歳
ま
で
の
定
年
延
長

と
継
続
雇
用
者
の
賃
金
・
処

遇
の
改
善
要
求

（
１
）
賃
金
を
引
下
げ
る
こ

と
な
く
65
歳
ま
で
定
年
を
延

長
す
る
こ
と
。

（
２
）
定
年
延
長
を
実
現
す

る
ま
で
の
間
も
、
継
続
雇
用

者
の
賃
金
に
つ
い
て
60
歳
到

達
時
の
賃
金
を
維
持
す
る
こ

と
。
ま
た
、
特
別
休
暇
や
住

宅
手
当
・
家
族
手
当
な
ど
正

社
員
と
の
均
等
待
遇
を
は
か

る
こ
と
。

（
３
）
継
続
雇
用
者
の
無
年

金
期
間
中
の
生
活
と
65
歳
以

降
の
生
活
に
配
慮
し
、
60
歳

到
達
時
の
退
職
金
を
２
，
０

０
０
万
円
以
上
に
引
き
上
げ

る
こ
と
。

（
４
）
労
働
者
が
65
歳
以
降

も
雇
用
継
続
を
希
望
す
る
場

合
、
選
別
は
行
わ
ず
、
賃
金
・

労
働
条
件
、
労
働
環
境
、
働

く
条
件
を
維
持
し
た
う
え
で

雇
用
す
る
こ
と
。

５
．
青
年
の
要
求

（
１
）
奨
学
金
を
返
還
し
て

い
る
労
働
者
に
つ
い
て
月
々

の
返
還
金
を
支
援
す
る
制
度

を
つ
く
る
こ
と
。

（
２
）
結
婚
一
時
金
・
休
暇
、

出
産
一
時
金
・
休
暇
を
は
じ

め
青
年
の
要
求
に
積
極
的
に

応
え
、
青
年
が
希
望
を
も
っ

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

め
ざ
す
こ
と
。
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Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
８
月
25

日
、
２
０
２
５
年
度
組
織
建

設
・
全
労
連
共
済
推
進
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
昨
年
ま
で

は
東
日
本
と
西
日
本
で
そ
れ

ぞ
れ
１
日
ず
つ
連
日
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
東

日
本
会
場
（
東
京
都
北
区
の

滝
野
川
東
区
民
セ
ン
タ
ー
）

と
西
日
本
会
場
（
大
阪
市
北

区
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
大
阪
地
方

本
部
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
１
日
で
同
時
開
催
し
ま
し

た
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
も
東

日
本
会
場
で
こ
の
会
議
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
午
前
の
部
で
は
、
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
三
木
委
員
長
が

「
会
議
の
目
的
と
獲

得
目
標
は
、
25
年
度

の
組
織
建
設
と
共
済

拡
大
の
目
標
と
計
画

に
つ
い
て
意
思
統
一

す
る
こ
と
、
各
地
の

取
り
組
み
を
交
流
し
、

ゆ
た
か
な
経
験
・
教

訓
を
全
国
に
ひ
ろ
げ

る
こ
と
、
当
面
す
る

秋
闘
で
、
要
求
闘
争

と
組
織
の
強
化
拡
大

を
一
体
の
も
の
と
し
て
取
り

組
む
か
ま
え
を
つ
く
る
こ
と
」

と
問
題
提
起
を
行
い
、
討
論

を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

続
く
午
後
の
部
で
は
、
地

協
、
支
部
か
ら
６
団
体
の
代

表
者
が
こ
の
１
年
間
の
組
織

建
設
・
共
済
拡
大
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
特
別
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
続
い
て
参
加

者
が
こ
の
１
年
間
の
組
織
建

設
の
特
徴
は
何
か
、
そ
の
中

か
ら
何
を
つ
か
ん
だ
か
を
、

各
支
部
の
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
討
論
し
ま
し
た
。

最
後
に
三
木
委
員
長
が
ま

と
め
を
行
い
、
参
加
者
全
員

で
「
団
結
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

を
三
唱
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

24
秋
闘
が
本
格
化
す
る
中
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
地
本
・
南

部
地
協
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
経

営
者
に
対
す
る
24
秋
闘
に
つ

い
て
の
事
前
申
し
入
れ
を
、

８
月
29
日
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
秋
闘
経
営
事
前
申
し

入
れ
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部

が
所
属
す
る
東
京
地
本
・
南

部
地
協
主
催
の
要
請
行
動
で
、

当
日
は
要
請
団
が
リ
モ
ー
ト

で
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
団
は
、
東
京

地
本
の
鈴
木
委
員
長
、
南
部

地
協
の
小
泉
議
長
と
有
馬
事

務
局
長
、
そ
し
て
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
支
部
の
大
岡
委
員
長
が
参

加
。
会
社
側
代
表
者
は
、
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
人
事
・
労
務

担
当
を
含
む
２
名
、
キ
ン
ド

リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
人
事
・

労
務
担
当
が
出
席
し
ま
し
た
。

要
請
団
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・

山
口
社
長
宛
と
キ
ン
ド
リ
ル

ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
グ
ラ
ム
社

長
宛
の
「
24
年
秋
闘
に
つ
い

て
の
要
請
書
」
を
会
社
側
代

表
者
に
説
明
し
ま
し
た
。
要

請
書
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
24

秋
闘
に
つ
い
て
の
立
場
と
考

え
方
を
述
べ
、
経
営
者
の
理

解
と
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め

て
い
ま
す
。

長
年
に
渡
り

中
央
執
行
委
員

と
し
て
多
く
の

労
働
争
議
に
関

わ
っ
て
き
た
が
、

組
合
の
行
動
は

私
の
経
験
で
は
本
当
に
正
義

の
活
動
だ
っ
た
と
言
え
る
▼

そ
の
間
に
も
数
多
く
の
資
格

を
と
っ
て
き
た
。
国
家
資
格

と
し
て
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
そ
し
て
シ

ス
テ
ム
監
査
技
術
者
、
公
的

資
格
と
し
て
は
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
審

査
員
補
、
公
認
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
監
査
人
補
な
ど
が
あ

る
▼
社
内
で
も
こ
れ
ほ
ど
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
門
資
格

保
有
者
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
に
英
検
準
一
級
な
ど

も
含
め
、
こ
れ
ら
全
て
40

代
50
代
に
取
得
し
た
も
の

だ
▼
若
手
社
員
の
皆
さ
ん
な

ら
情
報
処
理
技
術
者
の
国
家

資
格
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
賃
上
げ
を
望
む

な
ら
資
格
も
重
要
だ
が
組
合

に
加
入
し
団
結
す
る
こ
と
が

必
須
だ
。
な
り
た
か
っ
た
自

分
に
な
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
。
人
間
負
け
た
ら

終
わ
り
で
は
な
い
、
や
め
た

ら
終
わ
り
な
の
だ
。
（
Ｍ
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

ＡＩ不当労働行為事件 8/01(木) 勝利和解成立

定年後再雇用賃金差別裁判 10/10(木)11:00 東京地裁510号法廷

定年後再雇用不当労行為事件 11/13(水)10:00 中央労働委員会会議室

25
年
度
組
織
建
設
・共
済
推
進
会
議

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
秋
闘
統
一
要
求
書
の
紹
介

「団結してガンバロー」を三唱する
参加者（東日本会場）

南
部
地
協

24
秋
闘
経
営
事
前
申
し
入
れ
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組
合
が
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
キ

ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
提
出

す
る
２
０
２
４
秋
闘
要
求
の

指
針
で
あ
る
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

２
０
２
４
秋
闘
方
針
の
主
な

要
求
と
課
題
を
抜
粋
し
て
以

下
に
紹
介
し
ま
す
。

２
．
希
望
を
も
っ
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
目
指
し
、

中
小
企
業
の
展
望
を
切
り
開

く（
１
）
24
秋
闘
で
は
、
若
者

が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
賃
金
・
労
働
条
件
と
職
場

環
境
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力

が
あ
り
成
長
で
き
る
職
場
を

つ
く
る
こ
と
を
秋
闘
の
最
重

点
課
題
に
位
置
づ
け
ま
す
。

（
３
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な

く
し
誰
も
が
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
に
し
て
こ

そ
、
労
働
者
の
や
る
気
と
職

場
の
活
力
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
根
絶
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
職
場
で
の

若
者
と
の
対
話
を
つ
う
じ
て
、

職
場
環
境
や
人
間
関
係
な
ど
、

若
者
が
感
じ
て
い
る
職
場
の

問
題
点
を
つ
か
み
、
職
場
要

求
に
ね
り
あ
げ
ま
す
。

（
５
）
仕
事
の
あ
り
方
の
改

善
な
ど
職
場
政
策
要
求
と
し

て
ま
と
め
、
改
善
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

３
．
労
働
時
間
短
縮
を
は
じ

め
と
す
る
労
働
条
件
向
上
を

め
ざ
す

（
２
）
賃
下
げ
な
し
の
労
働

時
間
短
縮
を
重
点
課
題
と
位

置
づ
け
ま
す
。
１
日
の
所
定

労
働
時
間
が
７
時
間
30
分
に

達
し
て
い
な
い
支
部
分
会
は

１
日
７
時
間
30
分
へ
の
短
縮
、

す
で
に
到
達
し
て
い
る
支
部

分
会
は
１
日
７
時
間
へ
の
短

縮
を
要
求
し
ま
す
。

（
３
）
労
働
時
間
短
縮
の
要

求
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、

家
事
や
育
児
・
介
護
の
時
間
、

自
分
だ
け
の
時
間
を
ど
れ
だ

け
確
保
で
き
て
い
る
か
を
点

検
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
、

自
分
と
家
族
の
た
め
の
時
間

を
取
り
戻
し
、
人
間
ら
し
い

生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

あ
と
ど
れ
だ
け
労
働
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
必
要
か
を

み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
す
。

４
．
定
年
後
継
続
雇
用
を
含

む
非
正
規
の
仲
間
の
処
遇
改

善
を
め
ざ
す

（
１
）
定
年
後
継
続
雇
用
者

を
含
む
非
正
規
の
仲
間
の
労

働
条
件
改
善
と
均
等
待
遇
を

要
求
し
ま
す
。
諸
手
当
や
特

別
休
暇
、
福
利
厚
生
な
ど
で

正
社
員
と
の
格
差
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
格
差
是
正
を
要

求
す
る
と
と
も
に
、
一
時
金

や
基
本
賃
金
で
の
格
差
是
正

を
め
ざ
し
ま
す
。

（
２
）
非
正
規
の
仲
間
の
正

社
員
化
の
要
求
を
積
極
的
に

組
織
し
ま
す
。

（
３
）
賃
下
げ
な
し
の
65
歳

ま
で
の
定
年
延
長
、
希
望
す

る
も
の
の
65
歳
以
降
の
雇
用

延
長
、
退
職
金
増
額
な
ど
、

高
年
齢
者
の
要
求
を
重
視
し

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
定

年
前
の
賃
金
ダ
ウ
ン
の
是
正

を
要
求
し
ま
す
。

５
．
女
性
の
要
求
を
積
極
的

に
組
織
す
る

（
１
）
性
差
別
、
生
理
休
暇

を
は
じ
め
と
す
る
母
性
保
護
、

セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
対
策

な
ど
女
性
の
要
求
を
積
極
的

に
と
り
あ
げ
、
女
性
と
と
も

に
要
求
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
２
）
女
性
の
要
求
を
取
り

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女

性
だ
け
で
な
く
、
職
場
で
少

数
の
要
求
や
意
見
を
軽
視
せ

ず
大
切
に
で
き
る
労
働
組
合

を
め
ざ
し
ま
す
。

６
．
「
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
」
と

労
働
法
制
大
改
悪
を
職
場
に

持
ち
込
ま
せ
な
い

（
１
）
指
針
を
発
表
す
る
な

ど
、
財
界
・
大
企
業
と
政
府

が
一
体
と
な
っ
て
「
ジ
ョ
ブ

型
賃
金
」
を
促
進
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
今
後
、
中
堅
・

中
小
企
業
で
も
「
ジ
ョ
ブ
型
」

や
成
果
・
査
定
拡
大
の
賃
金

体
系
改
悪
の
提
案
が
ひ
ろ
が

る
こ
と
は
必
至
で
す
。

（
２
）
日
本
経
団
連
は
今
年

１
月
、
労
働
時
間
法
制
の
法

的
規
制
が
骨
抜
き
と
な
る
労

働
法
制
の
大
改
悪
を
提
言
。

こ
の
提
言
と
軌
を
一
に
し
て
、

厚
生
労
働
省
は
、
労
働
基
準

法
の
大
改
悪
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
「
労

働
基
準
関
係
法
制
研
究
会

（
労
基
研
）
」
は
年
内
に
も

報
告
書
を
ま
と
め
、
年
明
け

か
ら
は
、
労
働
政
策
審
議
会

の
場
で
、
労
基
法
改
悪
の
法

案
づ
く
り
に
着
手
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
３
）
24
秋
闘
で
は
、
「
ジ
ョ

ブ
型
賃
金
」
や
労
働
法
制
大

改
悪
の
危
険
な
内
容
に
つ
い

て
、
職
場
で
の
学
習
と
宣
言

を
強
め
る
と
と
も
に
職
場
に

持
ち
込
ま
せ
な
い
取
り
組
み

を
重
視
し
ま
す
。
「
ジ
ョ
ブ

型
賃
金
」
や
裁
量
労
働
制
な

ど
の
導
入
に
反
対
す
る
と
と

も
に
、
解
雇
、
賃
金
・
労
働

条
件
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は

労
働
組
合
と
事
前
に
協
議
し

一
方
的
に
実
施
し
な
い
こ
と

を
要
求
し
、
事
前
協
議
・
同

意
協
定
の
締
結
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
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日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
定
年
後
再

雇
用
制
度
で
あ
る
シ
ニ
ア
契

約
社
員
の
賃
金
が
あ
ま
り
に

も
低
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

会
社
の
社
会
的
責
任
や
モ
ラ

ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
か
ら
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
シ
ニ
ア
契
約
社
員

の
賃
金
に
関
す
る
問
題
点
や

労
使
交
渉
の
模
様
な
ど
を
シ

リ
ー
ズ
で
連
載
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

会
社
は
、
２
０
２
３
年
10

月
に
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
月

額
給
与
（
週
５
日
）
を
17
万

円
か
ら
18
万
５
千
円
に
引
き

上
げ
た
根
拠
に
つ
い
て
、
８

月
21
日
に
文
書
回
答
し
ま
し

た
。
し
か
し
会
社
は
こ
の
文

書
回
答
で
そ
の
根
拠
を
明
ら

か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

組
合
は
同
日
の
団
体
交
渉
で

そ
の
根
拠
を
改
め
て
た
だ
し

ま
し
た
が
、
会
社
は
文
書
回

答
の
内
容
を
繰
り
返
し
、
依

然
と
し
て
そ
の
根
拠
を
回
答

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
８
月
21
日
の
文
書

回
答
と
団
体
交
渉
で
は
、
会

社
は
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃

金
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
マ
ー

ケ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
、

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
月
額
給

与
18
万
５
千
円
・
年
収
２
２

２
万
円
の
根
拠
は
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
下
に
、
会
社
の
８
月
21

日
の
文
書
回
答
と
、
同
日
の

団
体
交
渉
で
の
や
り
取
り
を

紹
介
し
ま
す
。

会
社
の
８
月
21
日
の
文
書
回

答
（
抜
粋
）

・
当
社
が
シ
ニ
ア
契
約
社
員

の
給
与
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
の

結
果
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、

今
後
の
景
気
動
向
、
当
社
の

業
績
予
測
、
関
係
す
る
業
界

に
お
け
る
人
材
確
保
の
可
否

等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合
考

慮
し
て
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
景
気
や
業
績
が
悪
化
し

て
も
一
度
上
げ
た
賃
金
を
下

げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
当
社
が
考
慮
し
て
い
る

の
は
短
期
的
な
景
気
動
向
や

短
期
的
な
業
績
で
は
な
く
、

中
長
期
的
な
動
向
を
考
慮
し

て
い
る
こ
と
に
ご
留
意
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
し
か

し
上
記
の
よ
う
な
諸
般
の
事

情
は
補
足
的
に
考
慮
す
る
も

の
で
あ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
調

査
の
結
果
が
基
本
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
以
外
に
も
最
低

賃
金
等
の
法
令
遵
守
に
関
す

る
事
項
は
、
当
然
な
が
ら
考

慮
要
素
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
当
社
は
守
秘
義
務
を
負
っ

て
い
る
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

調
査
の
方
法
、
内
容
、
結
果

等
に
関
す
る
具
体
的
な
情
報
・

資
料
開
示
す
る
こ
と
は
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
で
き
ま

せ
ん
。

８
月
21
日
の
団
体
交
渉
で
の

や
り
取
り
（
抜
粋
）

組
合

マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
と
。
そ

の
結
果
、
18
万
５
千
円
に
な
っ

た
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠

が
わ
か
ら
な
い
で
す
。

２
０
１
２
年
で
す
か
、
65

歳
ま
で
雇
用
し
な
く
て
は
い

け
な
く
な
っ
た
か
ら
、
経
営

に
多
分
一
番
イ
ン
パ
ク
ト
の

少
な
い
形
の
制
度
を
考
え
ま

し
た
と
言
う
こ
と
だ
と
理
解

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
本
当
に

一
番
低
い
水
準
で
最
低
賃
金

よ
り
ち
ょ
っ
と
だ
け
高
い
バ

ン
ド
３
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
ん
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

で
も
、
12
年
も
経
っ
て
る
わ

け
で
す
。
ず
っ
と
そ
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
調
査
で
は
、
他
の
Ｉ
Ｔ
業

界
だ
と
バ
ン
ド
３
相
当
の
社

員
が
い
な
い
と
、
事
実
上
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
本

当
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
バ
ン
ド
３
相

当
の
正
社
員
が
ど
う
い
う
処

遇
な
の
か
で
は
な
く
て
、
他

社
の
Ｉ
Ｔ
業
界
で
定
年
後
再

雇
用
の
水
準
が
ど
の
程
度
か

と
い
う
と
こ
ろ
を
調
査
す
べ

き
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
き
な
り
最
低
賃
金
レ
ベ
ル

に
な
る
会
社
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
で
す
か
。

会
社

賃
金
か
ら
こ
の
議
論

が
、
当
時
ス
タ
ー
ト
し
た
と

い
う
よ
り
は
、
な
か
な
か
読

め
な
い
業
績
予
測
の
中
で
い

か
に
雇
用
を
確
保
す
る
か
、

そ
の
責
任
を
ま
っ
と
う
す
る

か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
十
何

年
の
間
変
わ
っ
て
な
い
と
い

う
の
は
確
か
に
事
実
と
し
て

あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
も
と

も
と
、
そ
の
賃
金
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
話
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

組
合

同
じ
会
社
で
同
じ
部

門
の
中
で
働
い
て
い
る
人
た

ち
の
内
で
、
59
歳
ま
で
の
人

は
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
す
。
ス
キ
ル
に
応

じ
た
賃
金
で
す
と
言
わ
れ
て

一
生
懸
命
や
っ
て
る
。
60
歳

に
な
っ
た
途
端
に
、
そ
れ
全

然
関
係
あ
り
ま
せ
ん
、
一
律

に
バ
ン
ド
３
の
仕
事
し
か
あ

り
ま
せ
ん
と
言
う
こ
と
が
モ

ラ
ル
と
し
て
ど
う
な
の
か
、

人
間
の
で
す
よ
、
従
業
員
の

扱
い
と
し
て
ど
う
な
の
か
っ

て
い
う
観
点
で
人
事
と
し
て

ど
う
お
考
え
な
の
か
。
本
当

に
本
質
的
に
経
営
だ
け
の
観

点
で
は
な
く
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

つ
ま
り
会
社
は
、
再
雇
用

制
度
と
い
う
制
度
を
作
っ
て

い
る
け
ど
も
、
決
し
て
、
労

働
者
が
望
ま
な
い
制
度
を
作
っ

て
お
い
て
、
望
ま
な
い
か
ら

辞
め
て
い
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
、
再
雇
用
さ
れ
な
い
制

度
を
作
る
、
再
雇
用
を
希
望

さ
れ
な
い
制
度
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
２
０
１
２
年
の

法
律
を
逃
れ
て
い
る
、
と
言

わ
ざ
る
得
な
い
よ
う
な
（
賃

金
の
）
低
い
制
度
で
す
よ
。

こ
こ
を
本
当
に
反
省
し
な
い

と
ま
ず
い
し
、
そ
れ
を
改
定

し
て
、
本
当
に
い
わ
ゆ
る
儲

け
を
出
し
て
く
れ
る
た
め
の

再
雇
用
社
員
を
目
指
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
、

会
社
が
損
す
る
こ
と
な
ん
て

あ
り
え
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

年
内
に
見
直
し
を
す
る
こ

と
を
検
討
さ
れ
て
い
る
状
態

な
の
か
、
何
も
今
進
ん
で
な

い
の
か
、
ど
う
い
う
状
態
と

考
え
て
い
い
で
す
か
。

会
社

見
直
し
の
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
変
え

る
も
変
え
な
い
も
結
論
は
出

て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

毎
年
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
し
、
今
年
も

そ
れ
を
行
う
予
定
な
の
で
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
ど
う
設
定

す
る
べ
き
か
と
い
う
の
は
検

討
し
ま
す
。

（
次
回
に
つ
づ
く
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
）

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
２
０
２
４
秋
闘
方
針

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金

本
当
に
年
収
２
２
２
万
円
で
い
い
の
か
（
連
載
①
）


